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不
戦
・
平
和
の
誓
い
新
た
に

市
戦
没
者
追
悼
式

み
こ
し
行
列
に
ぎ
や
か
に

赤
田
大
仏
祭
り

　
市
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月
24

日
に
カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
、
遺

族
な
ど
約
４
１
０
人
が
参
列
し
、

先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
長
谷
部
市
長
が
「
悲

　
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
全
国
的
に
も
珍
し
い
神
仏
習

合
の
祭
り
「
赤
田
大
仏
祭
り
」

（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

が
８
月
21
〜
22
日
、
本
荘
地
域

の
赤
田
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
21
日
は
大
仏
の
分
身
と
さ
れ

る
観
音
菩
薩
像
を
長
谷
寺
か
ら

神
明
社
に
運
び
一
晩
安
置
。
翌

22
日
、
観
音
菩
薩
像
を
乗
せ
た

み
こ
し
は
、
獅
子
舞
や
社
切
な

ど
の
奉
納
芸
能
の
行
列
と
と
も

に
長
谷
寺
へ
帰
り
ま
し
た
。

　
行
列
が
大
仏
殿
の
周
囲
を
３

周
し
、
み
こ
し
が
大
仏
殿
に
安

置
さ
れ
る
と
、
大
勢
の
観
衆
は

手
を
合
わ
せ
五
穀
豊
穣
や
無
病

息
災
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
総
合
防
災
訓
練

　
地
元
の
食
材
で
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
よ
う
と
、
大
内
う
め
ぇ

も
の
ま
つ
り
「
夏
」
（
春
夏
秋

冬
の
会
主
催
）
が
８
月
26
日
に

ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
場
に
は
秋
田
由
利
牛
串
や

三
角
油
揚
げ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

出
店
が
立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
ス

イ
カ
種
飛
ば
し
・
ス
イ
カ
割
り

大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
民
謡
や
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
大
内
地
域
出
身
の

　
防
災
体
制
の
強
化
と
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
市
総
合
防
災
訓
練
が
９

月
２
日
に
岩
城
地
域
で
開
催
さ

れ
、
市
や
消
防
・
医
療
関
係
者
、

地
域
の
小
中
学
生
や
住
民
な
ど

約
８
０
０
人
が
参
加
し
、
災
害

時
の
対
応
や
連
携
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
北
由
利
断
層
を
震

源
と
す
る
強
い
地
震
に
よ
り
岩

城
地
域
で
震
度
６
弱
を
観
測
、

地
震
の
影
響
で
建
物
の
倒
壊
や

火
災
が
発
生
し
た
状
況
を
想
定

し
て
行
わ
れ
、
倒
壊
家
屋
か
ら

の
負
傷
者
の
救
出
、
重
症
度
に

応
じ
て
治
療
・
搬
送
の
優
先
度

を
選
別
す
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」、

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
行

動
を
と
る
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
」
、
岩
城
中
の
生
徒
に
よ

る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
応
急
救
護
活
動
に
参
加
し
た

由
利
本
荘
看
護
学
校
の
今
野
花

菜
さ
ん
（
21
歳
・
宮
内
）
は
「
限

ら
れ
た
物
の
中
で
い
か
に
助
け

る
か
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
た
。
訓

練
を
重
ね
る
こ
と
で
実
際
の
災

害
が
起
き
た
と
き
に
冷
静
に
対

応
で
き
る
と
思
う
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
と
う
め
ぇ
も
の
で
に
ぎ
わ
う

大
内
う
め
ぇ
も
の
ま
つ
り
「
夏
」

　市長の長谷部です。８月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

　
鳥
海
地
域
笹
子
地
区
の

皆
さ
ま
に
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、

行
政
懇
談
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
か
ら
は
本
市
の
現
状
に
つ
い

て
話
題
提
供
し
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ま
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
地
域
や
地
区
の
実
情
に
沿
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
生
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
生

活
に
密
着
し
た
問
題
か
ら
優
先
的
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

８月６日（月）
○「鳥海りんどう」の花束をいただきました

　
平
成
27
年
に
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん

せ
い
管
内
合
計
で
販
売
額
２
億

円
を
突
破
し
、
現
在
も
順
調
に

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る

「
鳥
海
り
ん
ど
う
」。

　
今
年
２
月
に
『
秋
田
鳥
海
り

ん
ど
う
』
と
し
て
地
域
団
体
商

標
に
登
録
さ
れ
、
リ
ン
ド
ウ
生

産
者
の
皆
さ
ま
の
生
産
意
欲
高

揚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
丹
精
込
め
て
育
て
上
げ
ら

れ
た
鳥
海
り
ん
ど
う
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８月25日（土）
○笹子地区行政懇談会（笹子公民館）

し
み
の
歴
史
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
と
決
意
し
、
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世

代
に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
重
要
な
使
命
で
す
」
と
式

辞
。
続
い
て
、
市
遺
族
会
の
阿

部
勇
会
長
が
「
国
の
安
寧
を
願

い
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
追
悼

す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
平
和

と
豊
か
さ
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま

す
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　
こ
の
後
、
慰
霊
塔
に
来
賓
や

各
遺
族
会
の
代
表
な
ど
が
白
菊

を
献
花
し
、
今
な
お
消
え
な
い

悲
し
み
と
平
和
へ
の
強
い
願
い

を
込
め
、
手
を
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。

観音菩薩像を乗せたみこし

慰霊塔に献花する長谷部市長

佐
々
木
友
和
さ
ん
が
所
属
す
る

Ｙ
ｏ
ｕ―

Ｙ
ｕ
　
Ｂ
ｏ
ｕ
ｎ
ｃ

ｅ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地元で熱唱する佐々木さん（左）

スイカ種飛ばし大会

ＪＡ秋田しんせい今野代表理事専務（右）より贈呈

市
内
３
社
に
感
謝
状

道
路
愛
護
団
体
表
彰
式

　
道
路
美
化
に
功
績
の
あ
っ
た

団
体
を
表
彰
す
る
道
路
愛
護
団

体
表
彰
式
が
、
８
月
28
日
に
本

荘
Ｉ
Ｃ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ

れ
、
大
内
モ
ー
タ
ー
㈱
、
山
二

施
設
工
業
㈱
、
㈱
吉
田
工
務
店

に
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
受
賞
し
た
３
社
は
、
国
道
７

号
沿
道
の
花
壇
へ
の
植
栽
や
清

掃
を
行
う
な
ど
、
長
年
に
わ
た

り
道
路
美
化
活
動
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　
３
社
の
代
表
者
は
受
賞
を
喜

ぶ
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動
継

続
に
意
欲
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

前
列
左
か
ら
、吉
田
工
務
店
、山
二
施
設
工
業
、

大
内
モ
ー
タ
ー
の
各
代
表
者

北福田社切
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〜
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
へ
〜

下
水
道
に
切
り
替
え
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

1
　
水
路
や
河
川
の
汚
れ
の
主
な
原

因
の
一
つ
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
で
す
。

　
本
市
の
今
年
３
月
末
現
在
の
水

洗
化
率
（
各
家
庭
が
下
水
道
に
接

続
し
た
割
合
）
は
83
・
８
％
と
、

約
16
％
が
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、

く
み
取
り
便
所
や
単
独
浄
化
槽
の

ま
ま
だ
と
、
台
所
や
風
呂
な
ど
の

生
活
雑
排
水
は
そ
の
ま
ま
側
溝
に

流
さ
れ
、
生
活
環
境
の
改
善
と
な

り
ま
せ
ん
。
特
に
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
集
合
住
宅
の
場
合
、
１
カ
所
の

生
活
雑
排
水
が
多
い
た
め
、
そ
の

平
成
31
年
度
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」
を
募
集
し
ま
す

2
　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
助
成
金
で
整
備
し
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
来
年
度
の

募
集
に
あ
た
り
、
活
用
を
希
望
す

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

助
成
対
象
団
体
　
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
の
地
域
的
な
共
同
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
、
ま
た
は
そ
の

連
合
体
が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

特
定
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ

た
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
そ
の
他
そ
の

活
動
が
地
域
に
密
着
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
団
体
な
ど
は
除
か
れ

ま
す
。

審
査
・
決
定
　
市
を
通
し
て
申
請

し
た
事
業
は
、
県
、
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
審
査
を
経
て
、
助
成
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
必
ず

採
択
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
10
月
５
日
㈮
ま
で
、

地
域
振
興
課
、
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

活
用
を
検
討
さ
れ
る
団
体
は
、

事
前
に
ご
相
談
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※

い
ず
れ
の
事
業
も
、
市
が
認
め

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
が
実
施

す
る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

助
成
対
象
の
事
例
な
ど
、
詳
し

く
は
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

影
響
は
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な

い
方
は
、
接
続
す
る
工
事
（
排
水

設
備
工
事
）
を
で
き
る
だ
け
早
く

行
い
、
地
域
の
生
活
環
境
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
悪
臭
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
側
溝
な
ど
の
水
路
が
き
れ
い
に

　
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫

　
が
減
り
ま
す
。

・
く
み
取
り
や
浄
化
槽
が
不
要
に

　
な
り
ま
す
。

　下
水
道
工
事
が
完
成
し
て
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
で
は
、
建

物
の
所
有
者
は
排
水
設
備
を
設
置

し
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
く
み
取

り
便
所
の
場
合
は
３
年
以
内
に
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
風
呂
、
台

所
、
浄
化
槽
な
ど
の
汚
水
や
雑
排

水
を
下
水
道
に
流
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
へ
接
続
す
る
排
水
設
備

工
事
は
、
市
が
指
定
し
た
「
指
定

工
事
店
」
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
指
定
工
事
店
以
外
が
工

事
を
行
う
と
無
資
格
工
事
と
な
る

た
め
、
や
り
直
し
や
罰
則
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。
指
定
工
事
店
一
覧
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

※

排
水
設
備
工
事
は
要
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
助
成
事
業
」
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
築
住

宅
課
（
☎
24―

６
３
３
４
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
の
間
違
っ
た
使
用
は
、

下
水
道
管
が
詰
ま
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
下
水
道
管
が
詰
ま
る
と
、

道
路
に
あ
ふ
れ
る
な
ど
し
て
地
域

の
人
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。
正

し
く
使
用
し
て
、
快
適
な
生
活
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の
　
紙
お

む
つ
、
生
理
用
品
類
、
水
に
溶
け

な
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
天

ぷ
ら
油
な
ど
の
食
用
油
類
、
タ
オ

ル
な
ど
の
繊
維
類
、
薬
品
類
な
ど

※

不
正
な
使
用
な
ど
に
よ
り
、
下

水
道
管
の
詰
ま
り
な
ど
の
障
害
が

発
生
し
た
場
合
、
復
旧
に
か
か
る

費
用
を
原
因
者
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
工
場
・
事
業
所
・
店
舗
な
ど
の

　
　除
外
施
設
設
置
の
皆
さ
ん
へ

　　
事
業
所
や
工
場
な
ど
が
油
脂
類

を
含
む
汚
水
を
下
水
に
流
す
場
合
、

除
外
す
る
施
設
（
グ
リ
ー
ス
ト
ラ

ッ
プ
、
ヘ
ア
ー
ト
ラ
ッ
プ
、
オ
イ

ル
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
）
の
設
置
が
必

要
で
す
。

　
清
掃
を
怠
る
と
固
形
物
質
な
ど

が
排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
て
排
水
が

地
上
に
あ
ふ
れ
出
た
り
、
処
理
場

の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
放
流
先
の

河
川
な
ど
の
水
質
に
悪
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
清
掃
を

お
願
い
し
ま
す
。

尊
い
命
を
守
る
た
め

火
の
元
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

3
　
市
内
で
住
宅
火
災
が
多
発
し
て

お
り
、
８
月
に
は
１
人
が
犠
牲
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
み

な
ら
ず
全
国
的
に
死
者
が
出
る
住

宅
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
火

災
を
防
ぐ
た
め
、
火
の
取
り
扱
い

や
身
の
回
り
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
器
具
や
配
線
を
正
し
く
使

　
用
し
、
老
朽
化
し
た
も
の
は
早

　
め
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方

　
を
守
る
た
め
に
も
隣
近
所
で
協

　
力
体
制
を
作
り
、
地
域
で
火
災

９
月
21
日
㈮
〜
30
日
㈰
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
す

4

☎
24―

６
２
５
４

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

◇
み
ん
な
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

○
全
国
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

　
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交

　
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

　
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

　
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
地
域
重
点

・
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

　
（
特
に
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩

　
行
者
優
先
の
徹
底
）

※

９
月
30
日
㈰
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。
譲
り

合
い
、
相
手
を
思
い
や
り
、
交
通

ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
確
実
に

守
っ
て
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」
そ

し
て
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

　
　
　

ヘ
ア
ー
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
を

　

定
期
的
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う

水
洗
化
の
利
点

　
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
正
し
く

　
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

☎
22―

４
２
８
７

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
22―

０
０
１
１

本
荘
消
防
署

☎
55―

２
１
１
１

矢
島
消
防
署

☎
24―

６
３
４
４

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課

下
水
道
へ
の
接
続
は
３
年
以
内
に

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
へ

日
常
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

☎
24―

６
２
３
１

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

○助成の内容（助成金額は10万円単位）
事　業　概　要 助成金額助成事業名

青少年の健全育成に資するため、主として親子で参加す
るソフト事業（スポーツ・レクリエーション・文化・学
習・コミュニティー活動などに関する事業）

３０万円～
１００万円

青少年健全育成
助成事業

住民が自主的に行うコミュニティー活動に直接必要な設
備など（ただし、建築物、消耗品は対象外）

１００万円～
２５０万円

一般コミュニティ
助成事業

コミュニティー活動を積極的に推進する集会施設の新築
工事費・大規模修繕費（土地の取得、既存施設購入、既
存施設の撤去・処理、外構に要する経費は対象外）

対象となる総事
業費の 3/5 以内
( 上限 1500 万円 )

コミュニティ
センター助成事業
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　市民医学講座は健康・医療をめぐるテーマについて市民と医療者がともに
学び対話する機会を持つために開催しています。申し込み不要、入場は無料
ですので、気軽にお越しください。

日時　９月22日㈯　14時から（開場13時半）
会場　由利本荘市文化交流館カダーレ
講演　①『秋田県健康寿命延伸にむけて　～公衆衛生の視点から見る今日
　　　的課題～』
　　　講師　秋田大学大学院医学系研究科公衆衛生学講座　野村恭子教授
　　　②『健康寿命を延ばすために動脈硬化を早く見つけよう』
　　　講師　昭和大学藤が丘病院副院長泌尿器科　佐々木春明教授

※お住まいの地域に限らず、市民の方はどの会場でも健（検）診を受けることができます。 
※事前申し込み期間は終了していますが、まだ予約可能な健（検）診もあります。詳しくは、
　当該地域の保健センターまたは市民サービス課へお問い合わせください。
　（必ず事前予約をして下さい）。
 　　

各種健（検）診10月

肺がん検診

大腸がん検診
胃がん検診

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

矢島

乳がん検診
子宮がん・

婦人科超音波検診
ＨＰＶ検査

実施地域 健（検） 診 名 実 施 日 会場・問い合わせ

本荘

 １日㈪

14日㈰

14日㈰
15日㈪

１日㈪

３日㈬
４日㈭

15日㈪

8:00～  8:30

9:30～10:30

13:00～13:30

12:30～13:00

受付時間

西目保健センター
問　西目市民サービス課
　　☎３３－４６２０

骨粗しょう症検診

乳がん検診
子宮がん・

婦人科超音波検診
ＨＰＶ検査

9:00～11:00

10日㈬
12日㈮

7:00～10:00

西目

骨粗しょう症検診

胃がん検診
５日㈮

本荘保健センター
問　健康管理課

13:00～14:00

矢島保健センター
問　矢島市民サービス課
　　☎５５－４９５９

7:00～10:00

３日㈬
４日㈭
５日㈮

１日㈪
３日㈬
５日㈮

※子宮がん・婦人科超音
波検診のみ受診の方は
13:30～14:00

※子宮がん・婦人科超音
波検診のみ受診の方は
13:00～13:30

■認知症カフェ（オレンジカフェ）
　認知症の方本人またはその家族、地
域住民など誰でも参加できます。
①認知症の人と家族のつどい
　日時　９月22日㈯　14時～15時半
　会場　NPO法人由利本荘にかほ市民
　が健康を守る会事務所（石脇字石脇
　２）
　参加料　無料
　内容　情報交換　※毎週水曜10時か  
　ら15時までは個別電話相談可
　問　谷合さん　☎２３－４４８８
②認知症予防拠点カフェあまさぎ
　日時　10月11日㈭　10時～14時
　会場　かやぶき荘（岩城冨田字根本
　10－22）
　参加料　無料
　内容　口腔ケアの話とコグニサイズ
　問　渡辺さん　☎６２－５００１
　※送迎相談可

■「救急蘇生」実技勉強会
　どなたでも参加できます。
日時　10月12日㈮　15時半～17時半
会場　本荘第一病院８階　研修ホール
参加費　無料
講師　市消防本部救急救命士
問　本荘第一病院　外来　金美子さん
　　☎２２－０１１１

　厚生労働省では毎年「結核予防週間」を定めて、結核
に関する正しい知識の普及啓発を図ることとしています。
結核とは、結核菌によって主に肺に炎症が起こる病気です。

健
康

だ 

よ 

り

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　
ま
た
は
各
地
域
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

第37回由利本荘・にかほ市民医学講座
 今年は「知って得する健康長生き術」がテーマです

　国際アルツハイマー病協会と世界保健機関（WHO）
は毎年９月21日を「世界アルツハイマーデー」とし、認
知症への正しい理解を呼びかけています。
　アルツハイマー病は、認知症の半数以上を占める身近
な病気です。認知症を正しく理解し、本人や家族を地域
全体で支えていきましょう。
　認知症サポーター養成講座を受講された方は、９月
21日にオレンジリングを身に付けてみませんか？
問　地域包括支援センター　☎２４－６３４５

９月21日は「世界アルツハイマーデー」です ９月24日から30日までは「結核予防週間」です

　上記の風邪に似た症状が２週間以上続いている場合は
早めに受診しましょう。高齢者の場合は症状が出ないこと
があります。年に１度は健診を受けましょう。

□痰の絡む咳が出る　　□微熱、体がだるい



　
　
　
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
取
り
組
む

　
　
　
姿
を
見
て
、
あ
ら
た
め
て
自
分

も
防
災
に
対
す
る
意
識
が
よ
り
一
層
必

要
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
総
合
防
災
訓
練

の
取
材
で
し
た
（
記
事
４
㌻
）。     

（
慶
）

　
　
　
ら
ん
の
よ
う
な
和
や
か
な
雰
囲

　
　
　
気
が
印
象
的
だ
っ
た
「
脳
力
ア

ッ
プ
は
つ
ら
つ
教
室
」
（
記
事
２
㌻
）
。

笑
顔
の
あ
る
人
は
若
々
し
く
素
敵
だ
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
事
な
舞
や
踊
り
を
披
露
し
な
が

　
　
　
ら
練
り
歩
く
赤
田
大
仏
祭
り
。

伝
統
芸
能
は
後
継
者
不
足
が
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
踊
る
姿
を

見
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。                             

（
蔵
）

　
　
　
（
ツ
キ
）
の
な
い
方
な
の
で
、

　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の
本
番
観
覧

に
応
募
し
た
も
の
の
、
は
が
き
の
当
選

に
自
信
が
な
く
、
前
日
の
予
選
会
の
自

由
観
覧
を
検
討
中
で
す
。        

（
竹
内
）
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◆
広
報
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

行
政
の
動
き
や
市
内
で
の
行
事

な
ど
参
考
に
な
り
ま
す
。
ま
た

笑
売
繁
盛
は
、
行
っ
た
こ
と
の

な
い
お
店
ば
か
り
で
参
考
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ

ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
店
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。

（
佐
藤
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
毎
月
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
た

よ
り
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
編
集
者
の
「
ち

ょ
っ
と
ひ
と
い
き
・
・
・
」
は
主

題
が
毎
回
変
わ
り
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
文
章
も
楽
し
い
で
す
。

（
伊
東
さ
ん
・
70
代
・
矢
島
地
域
）

◆
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
を
見
学

し
て
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

空
間
に
感
激
し
ま
し
た
。
孫
た

ち
も
９
月
29
日
の
交
流
会
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

（
田
中
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に

行
っ
た
時
に
熊
谷
商
店
駅
前
食

堂
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
小
松
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
暑
い
暑
い
夏
が
終
わ
り
に
近

づ
き
、
今
年
も
友
人
が
経
営
す

る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
が
閉
園
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
お
手
伝
い

に
行
っ
て
15
年
に
な
り
ま
す
。

初
め
て
の
お
客
さ
ま
が
喜
ん
で

帰
ら
れ
、
常
連
さ
ん
が
顔
を
出

し
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が

学
習
に
来
て
、
毎
日
に
ぎ
や
か

で
す
。
娘
さ
ん
が
力
強
い
後
継

者
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
来
年

も
ま
た
心
待
ち
に
し
て
い
る
お

客
さ
ま
の
た
め
に
私
も
頑
張
り

ま
す
。

（
長
澤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
民
芸
さ
い
と
う
の
ご
て
ん
ま

り
の
大
・
小
を
県
外
の
親
戚
に

送
っ
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
今
度

ど
ら
や
き
も
お
土
産
に
し
ま
す
。

（
高
橋
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
熊
谷
商
店
駅
前
食
堂
さ
ん
、
子

ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃
亡
き
母
に

中
華
そ
ば
食
べ
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
な
つ
か
し
い
場
所
で
し

た
。

（
高
橋
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

〈８月16日～８月31日受け付け分〉

〈８月16日～８月31日受け付け分〉

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

工藤　富子さん

小野　イヨさん

小松てる子さん

齊藤　正三さん

新為　俊伸さん

川原　チヨさん

堀川　リヱさん

小松　　允さん

小松　芳子さん

小松　　孝さん

（鶴沼・67歳）

（出戸町・90歳）

（一番堰・71歳）

（二番堰・90歳）

（大鍬町・38歳）

（石脇・78歳）

（石脇・89歳）

（中梵天・82歳）

（荒町・96歳）

（石脇・84歳）

（及位・81歳）

（岩谷町・69歳）

（岩谷麓・97歳）

（平岫・82歳）

（中帳・102歳）

（東由利舘合・89歳）

（西目町出戸・93歳）

（西目町出戸・85歳）

（西目町出戸・86歳）

（西目町沼田・80歳）

佐藤　　悟さん

渡辺フミ子さん

小松　節子さん

金崎　金一さん

岸田安之助さん

小松　竹三さん

三浦　藤吉さん

吉田　義廣さん

伊藤　　雄さん

木村　ひてさん

（松ヶ崎・76歳）

（井戸尻・88歳）

（大簗・85歳）

（矢島町立石・87歳）

（矢島町舘町・95歳）

（矢島町城内・94歳）

（矢島町七日町・86歳）

（岩城勝手・74歳）

（岩城内道川・62歳）

（久保田・92歳）

小助川昭夫さん

吉田　秀克さん

岡見　キヨさん

佐々木耕作さん

小助川又藏さん

小松　キエさん

鷹島　吉治さん

田口　久美さん

齋藤　文治さん

栁橋　源作さん

髙橋　喜平さん

三船ツヱコさん

髙橋　新榮さん

佐藤　フサさん

大友　モヨさん

太田ツナコさん

大友　富男さん

佐藤長次郎さん

土田　芳文さん

大友　倍子さん

（鳥海町伏見・59歳）

（鳥海町上笹子・93歳）

（鳥海町上直根・93歳）

（鳥海町下川内・89歳）

（鳥海町上笹子・82歳）

（鳥海町上笹子・95歳）

（鳥海町上笹子・91歳）

（鳥海町上川内・88歳）

（鳥海町下直根・72歳）

（鳥海町下笹子・89歳）

Event Snap

門脇　佑空ちゃん（哲也さん）東梵天

梅津友梨菜ちゃん（勇人さん）本田仲町

川村　一晟ちゃん（和紀さん）東梵天

津篭　紬希ちゃん（敏規さん）花畑町

藤田　虹輝ちゃん（雄也さん）親川

阿部　樹花ちゃん（  樹  さん）本田仲町

寺田　未來ちゃん（裕樹さん）花畑町

宮本　涼晴ちゃん（  潔  さん）薬師堂

岩渕　　楽ちゃん（博文さん）一番堰

吉田　京介ちゃん（聖史さん）東梵天

加賀谷優汰ちゃん（安弘さん）三条

伊藤　輝星ちゃん（健治さん）大浦

田中　杏奈ちゃん（祐介さん）二十六木

進藤　瑞紘ちゃん（文征さん）岩谷町

伊藤　結菜ちゃん（伸哉さん）長坂

佐々木惺大ちゃん（  光  さん）岩谷町

遠藤　宇未ちゃん（正直さん）東由利宿

工藤　　佳ちゃん（  岬  さん）西目町出戸

佐藤　　陽ちゃん（政人さん）鳥海町上川内

たすく

ゆ り な  　

  いっせい

つむぎ

こうき

いつか

みらい

りょうせい

       がく

きょうすけ

ゆうた

こうせい

あんな

みひろ

ゆうな

せいだい

う   み

      けい

      はる

赤田大仏祭り、大内うめぇものまつりから写真を集めました！（記事４㌻）

子どもも大人も暑さに負けず、約 1キロを練り歩きました。 ステージで行われたダンスショー スイカの種飛ばしに挑戦！

赤田大仏祭り（8月 22日）

大内うめぇものまつり（8月 26日）

迫力ある獅子舞

満100歳　おめでとうございます満100歳　おめでとうございます

佐々木　ミサさん　事故件数      ２０件
　死亡者数   　  １人
　負傷者数      ２５人

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

（大正７年８月24日生まれ・葛岡）

～これからもお元気でお過ごしください～

　 

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広

報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
課
　 

「
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ

り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

（8月31日現在・由利本荘署管内）

8月累計 昨年同期

８月末日現在・住民基本台帳

人口 77,618人 （-62）
男 = 37,039人 （-29）
女 = 40,579人 （-33）

世帯数 30,610世帯 （-6）

  　  ７４件
１人
８８人

６２件
２人
８４人

 ８月の交通事故発生状況 


